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（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー1) 3次元設計モデルの概要(BIM/CIM適用業務・工事：1/2) 

BIMCIM
フォルダ以下

各フォルダ
に格納する内容

BIMCIM

3

･･･････････ BIM/CIM適⽤業務・⼯事
における3次元モデル等の成果品

･･･････････「BIM/CIM実施計画書」
「BIM/CIM実施報告書」等

･･･････････ 統合モデル

･･･････････ 地形モデル（広域を含む）

･･･････････ 地質・⼟質モデル

･･･････････ ⼟⼯形状モデル
及び 線形モデル

･･･････････ 構造物モデル

･･･････････ 動画等

･･･････････ 特別な検討のために作成した
3次元モデル、関連資料等

DOCUMENT

MODEL

ALIGNMENT_GEOMETRY

GEOLOGICAL

STRUCTURAL_MODEL

IMAGE

REQUREMENT

LANDSCAPING

◆ 成果品の構成 （令和6年11月時点）

電子成果品（業務）
のフォルダ構成



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー1) 3次元設計モデルの概要(BIM/CIM適用業務・工事：2/2) 

4

地盤モデル

広域地形モデル

地形モデル

土工形状モデル

線形モデル

構造物モデル

統
合
モ
デ
ル

各モデル
を統合

※ 地形モデルや構造物モデル等の各モデルは、
3次元モデル作成・編集の基本データとなる。
原則、任意形式のオリジナルファイルと、
データ交換標準形式の「IFC 2×3」または「J-LandXML」ファイル、
の両方の納品が必要。

※ 統合モデルは、上記の各モデルを組合せたモデルであり、
主に完成形状（全体像）を把握することを目的とする。
任意形式のオリジナルファイルのみの納品で可。

（出典） 「BIM/CIMモデル等電子納品要領(案)および同解説 港湾編(令和6年6月改定版)」

◆ BIM/CIMフォルダのファイル構成 （令和6年11月時点）



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー2) 3次元設計モデルの概要(ICT活用工事：1/2)

◆ 成果品の構成（R6年11月時点）

ICON
フォルダ以下

各フォルダ
に格納する内容

･････マルチビーム⾳響測深
に係るデータ

･････UAV（空中写真測量）
に係るデータ

･････地上固定式
レーザースキャナー測量

に係るデータ

･････ケーソン据付システム
（施⼯履歴）に係るデータ

MB

UAV

TLS※

CHR

ICON

･････UAV（空中レーザー測量）
に係るデータ

ULS※

※ 「ICT活用工事の各種要領（港湾編）」に記載のない機器については、
他分野（ 道路・河川等）の各種要領における命名規則を準用
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電子成果品（工事）
のフォルダ構成



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー

備 考記⼊例内 容改訂
履歴番号図⾯

種類
整理
番号

計測
機器

3Dモデリングソフトで作成した
完成形状の3D設計モデル

（TINサーフェス）
MB0DR001
.拡張⼦

・３次元設計データ
（J-LandXML等のオリジナルデータ：TINファイル）0〜Z001DR0MB

マルチビームで計測した
処理前の施⼯前地盤の点群データ

MB0HR001
.拡張⼦

・ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑによる起⼯測量の計測点群データ
（CSV、J-LandXML等のポイントファイル）-001HR0MB

｢HR｣を点群処理ソフトで
数量計算⽤に処理(間引き等)した

施⼯前地盤の点群データ
MB0EP001
.拡張⼦

・ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑによる起⼯測量の数量計算⽤点群データ
（CSV、J-LandXML等のポイントファイル）001EP0MB

｢EP｣から3Dモデリングソフトで
作成した施⼯前地盤の3Dモデル

（TINサーフェス）
MB0EG001
.拡張⼦

・ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑによる起⼯測量の数量計測データ
（J-LandXML等のオリジナルデータ：TINファイル）-001EG0MB

｢DR｣と｢EP｣からソフトウェアで
算出した数量の結果

MB0VL001
.拡張⼦

・数量総括表および数量算出箇所表⽰図、俯瞰図
（PDF、ビュア付３次元データ）-001VL0MB

マルチビームで計測した
処理前の完成地盤の点群データ

MB0GR001
.拡張⼦

・ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑによる出来形測量の計測点群データ
（CSV、J-LandXML等のポイントファイル）-001GR0MB

｢GR｣を点群処理ソフトで
出来形評価⽤に処理(間引き等)した

完成地盤の点群データ
MB0IN001
.拡張⼦

・ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑによる出来形評価⽤点群データ
（CSV、J-LandXML等のポイントファイル）-001IN0MB

｢GR｣を点群処理ソフトで
数量計算⽤に処理(間引き等)した

完成地盤の点群データ
MB0AP001
.拡張⼦

・ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑによる出来形測量の数量計算⽤点群データ
（CSV、J-LandXML等のポイントファイル）-001AP0MB

｢AP｣から3Dモデリングソフトで
作成した完成地盤の3Dモデル

（TINサーフェス）
MB0AS001
.拡張⼦

・ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑによる出来形測量の数量計測データ
（J-LandXML等のオリジナルデータ：TINファイル）-001AS0MB

｢DR｣と｢AP｣からソフトウェアで
作成した出来形の表⽰図表

（ヒートマップ等）
MB0CH001
.拡張⼦

・出来形管理資料
（出来形管理図表(PDF)、ビューア付３次元データ）-001CH0MB

2) 3次元設計モデルの概要(ICT活用工事：1/2)

◆ マルチビーム音響測深に係る電子納品ファイル（データ）の命名規則 （R6年11月時点）

※ 「３次元データを用いた出来形管理要領（浚渫工編）（令和5年4月改定版）」より作成 6



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー3) ソフトウェアの使用実績

件数主なﾌｧｲﾙ形式（拡張子）
ソフトウェア名モデル

工事業務標準ｵﾘｼﾞﾅﾙ

21
xml

dwgCivil 3D（Autodesk）線形
モデル

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル

2tcm, xmlTREND-CORE（福井コンピュータ）

259

xml

dwgCivil 3D（Autodesk）

地形
モデル

12xpt, xpvTREND-POINT（福井コンピュータ）

2rvtRevit（Autodesk）

1rpcReCap（Autodesk）

3

xml

dwgCivil 3D（Autodesk）
広域地形
モデル 41sqliteInfraworks (Autodesk)

1tcmTREND-CORE（福井コンピュータ）

39

-

dwgCivil 3D（Autodesk）
地質・⼟質
モデル dwgGEORAMA（伊藤忠ﾃｸﾉｿﾘｭｰｿﾝｽﾞ）

1tcmTREND-CORE（福井コンピュータ）

52
xml

dwgCivil 3D（Autodesk）⼟⼯形状
モデル 1rvtRevit (Autodesk)

3116

ifc

dwgCivil 3D（Autodesk）
構造物
モデル 17tcmTREND-CORE（福井コンピュータ）

7rvtRevit (Autodesk)

424

-

nwd, nwfNavisworks (Autodesk)

統合モデル
9tcmTREND-CORE（福井コンピュータ）

22sqliteInfraworks (Autodesk)

23dwgCivil 3D（Autodesk）

件数
主なﾌｧｲﾙ形式

（拡張子）
ソフトウェア名作業内容

28hsx, hs2, hs2xHypack
（Xylem：米国）

データ
収録・加⼯ 9pds, ascPDS

（Hexagon：ｽｳｪｰﾃﾞﾝ）

3xyz, asc, shpQimera（QPS：ｵﾗﾝﾀﾞ）

24xpt, xml, csv
TREND-CORE
TREND-POINT
（福井ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）３次元

設計モデル
作成 7dwg, dxf, xmlCivil 3D（Autodesk）

2xmlMarine Discovery
（海洋先端技術研究所）

23xpt, xml, csvTREND-POINT
（福井ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）

⼟量計算

（計算⽤
データ処理

を含む）

5dwg, xmlCivil 3D（Autodesk）

4xml, csvMarine Discovery
（海洋先端技術研究所）

3xml, csv SITE-Scope
（建設システム）

23xpt, xml, csvTREND-POINT
（福井ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）

出来形
管理図表
作成

（図表作成⽤
データ処理

を含む）

6dwg, xmlCivil 3D（Autodesk）

4xml, dxfMarine Discovery
（海洋先端技術研究所）

◆ICT活用工事（浚渫工）◆ BIM/CIM適用業務・工事（港湾分野）

※港湾局アンケート調査結果より集計（ R5d対象39件）※港湾局アンケート調査結果より集計（R5d対象： 業務18件、工事74件） 7



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
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（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー1) 適用範囲

◆ 3次元データによる数量算出手順（例）
（設計時・起工測量時）

現況地形

設計成果

⑫ 数量（設計時・起工測量時）

⑪ ソフトウェア

（3次元数量計算）

現況地形（施工前の現状） 設計成果（施工後の計画）

⑤ 数量計測データ

(③の点群データから作成した３Dモデル
：TINサーフェス）

⑫ 数量
（「数量計測データ」と「３次元設計データ」の差分）

DR

HR

HR

EG

① 計測点群データ

（マルチビームで取得された
現況地形の３次元点群データ）

⑥ ２次元設計図、
または、３次元設計モデル

②ソフトウェア

（点群処理）

③ 数量計算用点群データ

（浚渫工、床掘工、基礎工の場合：
①の1.0m平面格子内データ

の中央値を抽出した点群データ）

HR

EP

VL

⑧ ３次元設計モデル

（⑥から作成、または加工した
TIN作成用の３Dモデル）

⑦ソフトウェア

（３次元モデリング）

④⑨ ソフトウェア

（点群処理）（３次元モデリング）

① 計測点群データ（HR）

③ 数量計算用点群データ（EP）

⑤ 数量計測データ（EG） ⑩ ３次元設計データ（DR）

⑩ ３次元設計データ

（⑧から作成した３Dモデル
：TINサーフェス）
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本資料の対象範囲

本資料の
対象範囲



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー2) 床掘工の設計形状

◆床掘工の設計形状 （座標値と寸法）

10

断面図平面図

３次元設計モデルのイメージ

Y座標X座標

-12370.418-63835.177A

-12303.127-63815.893B

-12275.578-63912.024C

-12342.870-63931.308D



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー3) 数量計算用設計モデルの留意事項

留意点

① 起工測量データから作成された現地盤モデルは、2次元設計図面（断面図）とは形状が異なる
ことから、設計図面から作成した3次元モデルでは正確な数量が算出できない可能性がある。

② 上記の観点から、数量計算（床掘工・浚渫工）に用いる3次元設計モデルは、法面の上端が
現地盤モデルよりも上方になるように作成する必要がある。
（※基礎捨石工の場合には、法面の下端が現地盤よりも下になるように作成）

11

床掘工や浚渫工の場合、

設計モデルの法面上端より、現地盤モデル
が上にある場合、適正な数量（掘削土量）が
算出ができない。

現地盤モデル

設計図面どおりの
3D設計モデル

（床掘サーフェス）

◆数量計算用の3次元設計モデル作成上の留意点

① 設計図面どおりに
3次元モデルを作成した場合

② 設計モデルの法面が、
現地盤よりも上方になるように
修正して作成した場合

算出できる数量
（不正確）

算出できない数量

法面上端の
位置を修正

算出できる数量
（正確な数量）



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー

作成する床掘工モデル範囲

4) 作成対象モデル（床掘工）

＜設計図面＞

※ 断面図で床掘底面から上端までの標高を修正

（起工測量での現地盤の高さを想定して、
モデルの法面上端が現地盤の上になるように設定）

12

上端の位置
を修正

設計図面の床掘工モデル範囲

断面図平面図

◆作成対象3次元設計モデル（床掘工：数量計算用）

＜今回の設定＞



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー目次
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および ソフトウェアの概要
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・ 作成対象モデル
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（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー

【日本仕様プログラム（J tool）とは】
• Autodeskから公開されているCivil3Dの無償アドオン
• 日本独自の製図基準に合わせたテンプレートや、日本独自の形式のデータを入出力する

プログラムなど様々な機能を提供
• 各バージョンごとに公開 （例：Civil3D2024には、Civil3D日本仕様プログラム2024を適用）

【インストール方法】
• Autodesk App Storeから「Autodesk AutoCAD Civil 3D 202x 日本仕様プログラム」を

ダウンロード ※サブスプリクションに紐付けられたAutodesk ID（アカウント）が必要
• インストール完了後、Civil3Dを起動、リボンに「Jツール」タブが表示されているか確認

⇒表示がない場合、Civil3Dを再起動もしくはPCの再起動を行い確認
• 日本仕様プログラムはCivil3D日本語版に対してのみインストール可能

1) 【Civil 3D】 基本事項(1/5)

• Civil3D日本仕様プログラム（J tool）のインストール

◆ 事前準備

14
日本仕様プログラム（J tool）リボンパネルの中身が表示されていたらインストールできている

リボン

リボンパネル

メニューバー

リボンタブ

必須

※以降は、Autodesk社のソフトウェア 「Civil 3D 2024」を使用した作成例



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー1) 【Civil 3D】 基本事項(2/5)

• 測量座標と数学座標の考え方

◆ Civil 3Dでの座標入力

15

測量データ Civil3DなどCADソフト

Xを横軸
Yを縦軸

Civil3Dのプロパティに入力する場合
（例：A座標に円を描いた場合）

POINT

①測量座標をCivil3D（数学座標）に入力する場合には、「XYを逆」にする

Xを縦軸（南北）
Yを横軸（東西）

＜測量座標＞ ＜Civil 3D（数学座標）＞



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー1) 【Civil 3D】 基本事項(3/5)

◆ Civil 3Dでのマウスの基本操作

16

選択：左クリック

拡大：ホイールを奥に転がす 縮小：ホイールを手前に転がす

平行移動：ホイールをクリックしたまま動かす 回転：Shift＋ホイールをクリックしたまま動かす

選択の解除は「Esc」

表示画面

表示を斜めに
する時



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー1) 【Civil 3D】 基本事項(4/5)

• 新規＞図面＞「＿国土交通省仕様_20m測点.dwt」を開く。

◆ ファイルの新規作成

POINT

①テンプレート「＿国土交通省仕様_20m測点.dwt」を使用する。

②座標系を設定する（次頁）。

③作図単位は「ｍ」で作成。
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（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー1) 【Civil 3D】 基本事項(5/5)

◆ Civil3Dの作業画面（本作業で常に表示させるもの）

• ①ツールスペース 「ホーム」タブ＞パレット＞ツールスペース
• ②プロパティ 「ホーム」タブ＞パレット＞プロパティ
• ③コマンドライン 「Ctrl」＋「９」
• ④ダイナミック入力OFF ステータスバーにダイナミック入力を表示させOFF

18

②プロパティ③コマンドライン①ツールスペース

ホームタブ

パレット

④ステータスバー

オフの状態 オンの状態

表示は右端をクリックし
「ダイナミック入力」にチェック



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー

右クリック

2) 【Civil 3D】 座標系の設定

◆ 座標系の設定

• ツールスペース【設定】タブのファイル名を右クリックし、
＞「図面設定を編集」＞「カテゴリ」と「利用可能な座標系」を設定する。

今回の事例の場合
カテゴリ：Japan-GSI-JGD2011
利用可能な座標系：今回は「9系」（神奈川県）

19

• 座標系を設定すると「地理的位置」タブが表示されマップ機能が使える。

注意：航空写真を資料に使用する場合は
著作権表示が必要 （後述）



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー3) 【Civil 3D】 底面（線形）の作成(1/4)

◆ 設計モデル作成のためのポリライン作成

• 「ホーム」タブ＞作成＞2Dポリラインを選択 ［PLINE］

• コマンドラインに1点目Aの座標値（X，Y）⇒（Y，X）で入力しEnter

• 引き続き2点目Bの座標を入力しEnter、同様に3点目C、4点目Dの座標を入力し最後は［c］で閉じる。

20

※ ［〇〇］はコマンドラインに指示する場合

半角［c］＋Enter
か

［閉じる］を押す

2点目：B

3点目：C

4点目：D

閉じる

1点目：A



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー3) 【Civil 3D】 底面（線形）の作成(2/4)

◆設計モデル作成のためのポリライン作成

• マウスのホイールを2回クリックし作図したオブジェクトを確認する。

• 位置に間違いがないかオンラインマップ機能で確認する。
「地理的位置」タブ＞オンラインマップ＞航空写真＞オンラインマップデータ使用を「はい」

21

2回クリック

2回クリックすることで
作図されたオブジェクト

全体を表示することができる

表示は2Dワイヤーフレーム



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー

海

海

ケーソン

3) 【Civil 3D】 底面（線形）の作成(3/4)

◆設計モデル作成のためのポリライン作成

• 航空写真とオブジェクトの位置を確認 ＞ 確認したらマップをオフに戻す。

22

航空写真 表示イメージ

作成した床掘底面

作図位置が想定して
いる場所かを確認

表示は2Dワイヤーフレーム
コンセプト表示では表示されない場合がある

【注意事項】

• 航空写真を表示した資料には、
著作権（会社＋製品名：「例）©Autodesk Inc. Civil 3D」）の記載が必要



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー3) 【Civil 3D】 底面（線形）の作成(4/4)

◆設計モデル作成のためのポリライン作成

• 表示を斜めにしてプロパティに標高を入力する。

23

標高は高度に入力

2Dポリラインはデフォルトで高度「0」に作成

Shift＋ホイールを押しながら
マウスを動かして斜め表示



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー4) 【Civil 3D】 法面（線形）の作成

◆設計モデル作成のためのポリライン作成

• ポリラインを選択し「ホーム」タブ＞修正＞オフセットで床掘工の上端となる線を作成［OFFSET］

• 標高を入力する。

24

※ ［〇〇］はコマンドラインに指示する場合

オフセットする外
側の任意の場所

を1回クリック
標高を入力すると移動

作図単位「ｍ」



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー5) 【Civil 3D】 3次元設計モデル（TIN）の作成(1/3)

◆ ポリラインから３次元設計データ（設計モデル）の作成

• 「床掘工」（TINサーフェス）を配置する画層（レイヤ：「01_床掘工モデル」）を作成し、そのレイヤに「床
掘工」が作成されるように設定する。

• ツールスペース【プロスペクター】タブ「サーフェス」を右クリック
「サーフェスを作成」＞レイヤ「01_床掘工モデル」を選択＞プロパティに作成するサーフェスの名前
（ここでは「01_床掘工モデル」）を入力し、OKをクリックする。

右クリック

サーフェスの名前を入力してOK
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（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー

• 「01_床掘工モデル」＞「定義」を展開＞「等高線」を右クリック「追加」
＞「等高線データを追加」はそのままOK＞作成したポリライン2つを選択しEnter

＞TINサーフェスが作成される。

5) 【Civil 3D】 3次元設計モデル（TIN）の作成(2/3)

◆ポリラインから３次元設計データ（設計モデル）の作成

26

右クリック

全て選択しEnter

TINサーフェス

2Dワイヤーフレーム表示



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー

• モデル画面の左上から、ビューや表示の切り替えをすることができる。

• 「表示」タブ＞ビュー管理、表示スタイルからの切り替えも可能。

5) 【Civil 3D】 3次元設計モデル（TIN）の作成(3/3)

◆ポリラインから設計モデルの作成

27

表示の切り替え

日本仕様で作成したTINサーフェスは、
平面図で見た時にオレンジのフレーム

• 平面図ビューでフレームがオレンジで作成
されていることを確認する。

• TINサーフェスを選択し右クリック＞「オブ
ジェクトビューア」でモデルを確認することも
できる。

オブジェクトビューアでは、マウスの左側を
押した状態で動かすとビューが動く

TINサーフェスを選択し
右クリック

表示の切り替え

リボンからの切り替えも可能

2Dワイヤーフレーム表示 コンセプト表示

ビューの切り替え

平面図



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー6) 【Civil 3D】 3次元設計モデルの保存

◆ 設計モデル（オリジナルデータ※）の保存

• メニューバー「C▼」をクリック
• 「名前を付けて保存」＞「図面」をクリック
• 保存先（任意のフォルダ）を選択し、名前（任意の名前）を入力し、「保存」をクリック

（Civil 3Dのオリジナルファイル形式（拡張子）は 「dwg」）

28

※ オリジナルデータは、
・ 成果物（納品データ）、
・ モデルを修正する場合
に必要なことから、必ず保存（作成）する。

保存先を指定し名前を付けて保存



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー7) 【Civil 3D】 3次元設計データ（LandXML）の出力(1/2)

◆設計モデル（オリジナルデータ）から LandXML※の出力

• 「01_床掘工モデル」を右クリック「LandXMLを書き出し」をクリック。

• サーフェス「01_床掘工モデル」にチェックされている事を確認しOK＞保存先を指定し名前を付けて
保存する。

右クリック

29

出力したい
サーフェス
にチェック

保存先を指定し名前を付けて保存

※ LandXMLは、
・ 成果物（納品データ）
・ 数量計算
に必要なことから、
必ず出力（作成）する。



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー7) 【Civil 3D】 3次元設計データ（LandXML）の出力(2/2)

• 新規＞図面＞「＿国土交通省仕様_20m測点.dwt」を開き座標系を設定する。

• 「挿入」タブ＞読み込み＞LandXMLをクリックしファイルを開く＞「LandXMLを読み込み」はそのままOK。

◆ 出力したLandXMLの確認

30

そのままOK

• 01_床掘工モデル.xmlの表示を確認する。

• 表示を2Dワイヤーフレームにして、オンラインマップ
から航空写真を表示させ座標の設定に間違いがな
いかを確認。

日本仕様テンプレートで座標系を設定
したファイルで開かなかった場合
・違う場所にモデルが配置される
・平面図で見た時のフレームが水色

オンラインマップを使う時
はワイヤーフレーム



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー目次
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◆ 3次元設計モデル
および ソフトウェアの概要

◆ 3次元設計モデルの作成例
（土工形状モデル：床掘工）

・ 作成対象モデル

・ 「Civil 3D」での作成例

・ 「TREND-CORE」での作成例

◆ その他



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー1) 【TREND-CORE】 基本事項(1/3)

◆ ソフトの起動 （ファイルの新規作成）

32

• 「TREND-COREへようこそ」のウィドウが表示される場合は、「閉じる」をクリック

※以降は、福井コンピュータ社のソフトウェア 「TREND-CORE ver.9」を使用した作成例



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー1) 【TREND-CORE】 基本事項(1/3)

◆ TREND-COREの作業画面

33

【TREND-COREボタン】 ファイルを開く・保存・印刷等の基本操作とオプション設定

【タブ】 リボンを分類してまとめたメニュー 【リボン】 作業に必要なコマンド

【ツールバー】 作業中によく使う機能

【ビューツールバー】 平面・3D・断面の各ビューで使う機能

【入力補助パネル】 コマンド入力の際の必要情報やプロパティ等の表示
・データの「選択」のモード設定（仮想スナップ線、交点、端点、線上、分割点・中心点を有効 ）
・「オブジェクト」、「レイヤ」、「3Dレイヤ」の切替表示

【作業スペース】 データの入力・編集・確認
・ビューツールバーで、ビュー（平面、3D等）を切替表示
・タブ「選択・表示」 ＞リボン「ビュー管理」で表示方法を設定平面ビュー 3Dビュー



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー1) 【TREND-CORE】 基本事項(1/3)

◆ TREND-COREのマウスの基本操作

34

選択：左クリック

拡大：ホイールを奥に転がす 縮小：ホイールを手前に転がす

平行移動：ホイールをクリックしたまま動かす 回転：右クリックしたまま動かす

選択の解除は「Esc」

表示画面

Civil 3Dとは
異なる



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー2) 【TREND-CORE】 座標系の設定

◆ 座標系の設定

• タブ「土木」＞リボン「工事情報」をクリックし、
＞「座標系」＞「９系」※を設定する。

※座標系： 今回は「９系」（神奈川県）
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（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー3) 【TREND-CORE】 レイヤーの作成

◆ 作業用レイヤーの作成
• 入力補助パネル「レイヤー ｖ」「3Dレイヤー」を選択、「追加」をクリックし、

＞「名前」に 『作業用レイヤー名』 （今回は『座標』、『設計底面』、『設計法面』）を入力して「ＯＫ」。

36

「名前」を入力すると
レイヤー名が

自動変更

「名前」に任意の
レイヤー名を入力

「OK」を押すと、レイヤー作成ウィンドウが閉じるので、
新しいレイヤーの作成は、「3Ｄレイヤー選択」から繰り返す。

※ 作業用レイヤーの作成は必須ではないが、
モデルの仕分けや出力等においては効率的な作業を行うことができる。
（レイヤーは、モデル作成の途中で作成することも可能）



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー4) 【TREND-CORE】 底面の作成(1/3)

◆ 設計モデル（底面）の作成 ①座標の入力

• タブ「土木」＞リボン「注釈点」をクリックし、
＞「底面の座標（A,B,C,D）を入力し、配置を確認して、「閉じる」。
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Y座標X座標

-12370.418-63835.177A

-12303.127-63815.893B

-12275.578-63912.024C

-12342.870-63931.308D

底面の高さ(Z)： -27.5 m

座標入力後に
［閉じる］を押す

座標を手動入力

座標（A,B,C,D）を入力すると、
ウィンドウに配置が表示される



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー4) 【TREND-CORE】 底面の作成(2/3)

◆ 設計モデル（底面）の作成 ②注釈点の作成

• タブ「土木」＞リボン「注釈点」をクリックし、
＞入力補助パネル（注釈点）＞入力モード「座標管理から」をクリック、

入力補助パネル（プロパティ）＞3Dレイヤ「座標」を選択
＞座標抽出＞点名タブ＞点名「A」を手動入力して「抽出」、座標が表示されたら「OK」
＞注釈点＞形状を選定して「OK」 ※以降、点名を「B」「C」「D」で手動入力して繰り返す。
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「座標管理から」
をクリック

「座標」を選択

タブ「点名」で」
『A』を手動入力し「注釈」

『A』の座標が表示されたら「OK」

注釈点（A,B,C,D）を作成
すると、作業スペースに
点が表示される

作業スペース（平面ビュー）



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー4) 【TREND-CORE】 底面の作成(3/3)

◆ 設計モデル（底面）の作成 ③モデルの作成

• ホーム「凸凹地盤」ｰ「凸凹地盤」を選択し、
＞入力補助パネル（凸凹地盤）＞入力モード「多角円形」を選択

入力補助パネル（プロパティ）＞3Dレイヤ「設計底面」を選択
表示されている注釈点を、四角形状に順番にクリックし、最後（始点）でクリック

＞各点高を確認（高さが間違っていれば手動入力）して「OK」
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注釈点を順番にクリックして、
最後に始点をクリック

「多角円形」を選択

「設計底面を選択

各点の高さを確認してOK
（手動入力可）



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー

法面作成の始点を角にすると、
法面が一部作成されないため、
始点は線の中点から始める。

「多角円形」を選択

3Dレイヤ
「設計法面」を選択

配置基準「左※」
※ 作成の進行方向を基準

とした法面の配置方向

5) 【TREND-CORE】 法面の作成

◆ 設計モデル（法面）の作成

• ホーム「法面」ｰ「法面」を選択し、
＞入力補助パネル（法面）の入力モード「多角円形」を選択

入力補助パネル（プロパティ）の3Dレイヤ、配置基準、断面形状※を入力
設計底面の点を順番（四角囲いで最後に始点）にクリックして「Enter」

＞各点高の設定方法「一律」、高さ「（今回）-27.5 m」を入力して「OK」
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※今回の設定
・3Dレイヤ「設計法面」
・配置基準「左」
・断面形状

法面高さ ｢10.500｣
法面：勾配 ｢ 2.00｣
小段幅 ｢ 0.000｣
終端法面:高さ ｢ 0.000｣

各点の高さを確認して
設計高さ（今回-27.5m）に
なっていない場合は入力



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー6) 【TREND-CORE】 3次元設計モデルの保存

◆ 設計モデル（オリジナルデータ※）の保存

• 「TREND-CORE」ｰ「名前を付けて保存」をクリック、
＞保存先（任意のフォルダ）を選択し、名前（任意の名前）を入力し、「保存」をクリック

（TREND-COREのオリジナルファイル形式（拡張子）は 「TCM」）

41

※ オリジナルデータは、
・ 成果物（納品データ）、
・ モデルを修正する場合
に必要なことから、必ず保存（作成）する。



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー7) 【TREND-CORE】 3次元設計データ（LandXML）の出力

◆ オリジナルデータからLandXML※の出力

• 入力補助パネル（選択）の3Dレイヤで「設計底面」「設計法面」のみ表示。
「書込」＞「モデル出力」ｰ「土工モデル」を選択
＞土工モデル出力にて、タイプ「LandXML」を選択し、「フォルダ」「ファイル名」（任意の名前）を入力

対象種別「法面」「凸凹地盤」をチェック
オプション「許容範囲内の点を同一点として扱う」以外をチェック

＞プレビューを確認して「出力」 ＞”土工モデルファイルを出力しました” 「OK」
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※ LandXMLは、
・ 成果物（納品データ）
・ 数量計算
に必要なことから、
必ず出力（作成）する。



（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー目次

◆ 3次元設計モデル
および ソフトウェアの概要

◆ 3次元設計モデルの作成例
（土工形状モデル：床掘工）

◆ 参考資料
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（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー＜参考＞ 3次元データによる数量算出

3Dデータによる数量算出については、講習会の他資料・動画を参照。

44（本資料の音声は、「VOICEVOX：波音リツ」で作成しています）

（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会
（一財）港 湾 空 港 総 合 技 術 セ ン タ ー目次

1. ３次元データによる
数量算出対象工事の概要

2. 数量算出用データ
およびソフトウェアの概要

3. ソフトウェア使用例（床掘土量算出）

4. 参考資料
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